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一迫川最上流の天然ダムである湯浜地区天然ダムは急峻な地形に位置し、アクセス道路が存在し

ないため、水位観測が困難であった。 

このため、火山・土石流チームにおいて、投下型水位観測ブイを開発し、7 月 5 日より水位観測

を開始した。 

 

 

 

  



 
輸送状況 

 
吊り下ろし状況 

 
設置完了後の状況 



 


